
資源循環型施設検討委員会協議結果の修正協議について

1 協議結果の修正について

○原則として、各委員からの指摘事項については、「資源循環型施設検討委員会の協議結果（最終案）」で修正を反映しています。

○各委員の指摘事項のうち、事務局として協議をお願いしたい内容については下記２でお示ししております。

○図、写真、グラフ等については、地域住民や市民への説明時に活用してまいります。

○その他、内容の変わらない範囲で言い回し、字句、脱字等の修正を行っております。

2 修正に関する協議事項

修正の趣旨 提案委員 修正内容の詳細 事務局の考え方

学識委員

　この問題を定量的に理解するために、この項のどこかに、各有害物質排出
に関する法基準値、現行の上田地域広域連合の自主基準値、及び広域連合
が本検討委員会に提示された目標値を、表にして掲載するべきでしょう。比
較のために、長野広域連合、佐久市・北佐久郡環境施設組合、等々の自主
基準値も併記しても良い。この自主目標の取り扱いについては、本項に種々
の意見が述べられているので、表を掲載されても、問題（これらの数値が確
定値であるとの誤解など）は無いと思われる。表を掲載しないと、折角十分に
議論し、広域連合も責任をもって提案されたことが無駄になる。

○   本委員会で、自主基準値の具体的な数値は定めないとの方針から、
　 自主基準値の素案表は掲載しないこととしましたが、御指摘のとおり
　 議論の経過を示すため以下のとおり修正案を提案いたします。
　    委員会での協議時に「建設決定との誤解を招く」との御意見もありま
    したので、御協議をお願いします。
 
○　 他施設の状況の表は、地域住民や市民への説明時に活用してまい
　　ります。
　
＜修正案＞
　【協議経過】の2行目中「自主基準値の数値素案」に※を挿入し、
　（注参照）として、法規制値及び自主基準値素案の表を掲載する。
　　（資料2-1　13ページのとおり）

住民委員 他市町村の最新施設の数値などを掲載して欲しい。

【16ページ見出しの3つ目の〇に、以下の『　　』 の内容を追記する。】

○地域住民が資源循環型施設の建設を契機とした地域の将来像を描く
   ため、『持続可能な社会を目指す』 「まちづくり」の検討を開始する必要
   がある。

【17ページの7行目に、以下の『　　』 の内容を追記する。】

今後、地域住民にとっては、資源循環型施設の建設を契機として
『環境都市としての』 地域価値を高めるための「まちづくり」の将来
像を描いていくことも重要と思われる。

○　委員から御指摘の追記については、上田市の総合計画及びまちづくり
   計画等の全体的な計画には、ふさわしい理念であります。
　　　しかし、資源循環型施設の建設を契機とした周辺地域のまちづくりに
   おける目標とする理念は、地域住民及び行政との話し合いで定めること
   が望ましいことから、事務局といたしましては、追記は行わないことが適
   切と考えますので、御協議をお願いいたします。
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【協議結果】
◎今後に向けて

「『地域住民が描くまちづくり』に
　ついての理念を示す表現を追
  記すべきである。」

学識委員
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【協議結果3-3】
自主基準値について

「広域連合が協議資料として
 提出した自主基準値の素案
等を示した表を掲載すべきで
ある。」

資料２-２


